




The Study for effects of lesson using ICT to improve score of Unit Test in elementary school(2)











































































































































































































































































































































ICT 活用授業による学力向上効果の検証（2） －長期・常時の ICT 活用授業における子ども・教師の変容を探る－
30
るという発言が少なからずなされたことも指摘してお
きたい。
つまり、指導上苦手意識を持っている教科について
は、安易にデジタル教材に頼りきりになってしまい、
授業進行上の工夫や教材研究などがなされず、デジタ
ル教材をとりあえず提示し、それを説明していくよう
な平坦な授業展開となってしまった可能性がある。こ
れは、ICT活用内容の変化（図6，7，8，9）の比較か
らも伺えることであり、算数・理科ではバリエーショ
ン豊かな方法で指導されてきたことが予想できるが、
国語・社会ではICT活用がデジタル教科書に極端に
偏っている様子が伺える。
例えば、社会科を授業観察した結果においても、資
料や写真等を提示するといったICT活用の場面は多く
みられるのだが、ワークシートの活用、発問、板書等
の改善や工夫は調査期間中からは認められなかった。
このことから、ICT活用による授業改善の効果が限定
的であることが推測できる。
ICT機器やデジタル教材は、授業者の力量不足を補
うという期待もされているが、以上の点から推測する
と、安易にICT機器やデジタル教材に頼りきる使い方
では、児童の学力向上に寄与するどころか、逆に児童
らを「観客や視聴者」にさせてしまっている可能性が
あることも否めないのではないだろうか。
「指導が苦手」ということは、提示した教材に対し
て発問をおこなったり、児童の意見等を取り入れた展
開が難しいということであり、教材の解釈や指導のポイ
ントなども把握できず、淡々とデジタル教材の順序に
従った説明的な授業に陥ることが考えられるのである。
その点、算数、理科においては、従前の授業スタイ
ルを踏襲しながらも、これまで述べてきたようにはっき
りとした目的・意図を持ってICT機器を活用しており、
指導に一貫性があったり、個に応じて機器や教材を使
い分けるなど特定の場面で効果的なICT活用が行われ
てきた。これらが、結果的にペーパーテストで測定可能
な学力が向上した要因につながっていると考えられる。
5．今後の課題と展望
昨年度の事例（1）と本年度の事例（2）を比較すると、
双方ともに理科においては顕著な学力向上効果が指導
者へのインタビューや単元テスト結果から認められた。
算数においては、事例（2）で、単元テストの全ての
観点での得点およびインタビュー等でもその効果が認
められているが、事例（1）においては「表現・処理」「数
学的な思考」での効果が得点には表れなかった。
一方、事例（1）では、社会科や国語でもインタビュー
結果や単元テストの結果においても学力向上効果が認
められている。事例（2）では、社会科や国語への効果
が限定的であったことは既に述べてきたとおりである。
事例（1）（2）で、ほぼ同様のICT活用環境やデジタル
教材を学級内に整備してきており、比較の条件もほぼ
同様であるにもかかわらず、これらの相違点が浮き彫
りとなった。
事例（1）の授業者は、ICT機器の操作がほぼ初心者
の状態から開始してはいるが、教職歴が長く、さまざ
まな指導方法や配慮が自然と授業に取り入れられてお
り、子ども理解などの点でも事例（2）の指導者よりも
経験分は長けていることは確実であろう。また、特に
苦手意識を持った教科や分野もなかった。
事例（2）の授業者は、ICT機器に詳しく、新しい機
器でも操作をスムーズに行うことが可能であった。そ
のため、低解像度と高解像度の実物投影機を使い分け
たり、プロジェクタ2台を使って二つの映像を同時に
提示したり、必要に応じて電子情報ボードとスクリー
ンへの投影を切り替えたりするなど、ICT機器の活用
レベルは高かった。しかしながら、授業改善の観点か
らは、それだけでは不充分であり、他の要素について
の改善が必要だと思われる点が指摘されてきた。
これらの点から、学力向上効果へのICT活用による
影響は、「ICT活用指導力」ではなくて、通常の授業力
に起因することが大きいのではないかと考えられる。
よって、ICT活用指導力およびそれ以前の授業力と
学力向上との関係を明確にするために、事前に「ICT
活用指導力」と通常の授業スタイルや指導上の得手・
不得手を十分把握してから調査をする必要がある。こ
の点については、今後の課題としたい。
最後に、普通教室へのICT活用環境の導入は今後ま
すます進行することが予想される。ただ、ICT活用環
境やデジタル教材の整備によって学力が向上するので
はなくて、それをきっかけとして授業改善・工夫が進
むことによってもたらされる効果であることが事例
（1）（2）から垣間見えたといえる。
今後は、学習効果をもたらす最低限必要とするICT
活用指導力や活用頻度・場面、学力向上に直結する確
定的な要因等の諸条件についての調査を進めていきた
いと考えている。また、児童からのICT活用授業に関
する評価においても興味深いコメントが寄せられてい
るために、これらについても詳細に分析していきたい。
【本事例は、文部科学省科学研究費補助金基盤研究（B）「学力向
上と学校におけるICT活用の効果に関する総合的・実証的研究」
（代表者：永野和男）の支援によって実施された。】
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